
水稲、小麦二毛作地域におけるイネ縞葉枯病防除対策2018年10月24日 農業技術センター 病害虫部
吉田和弘・八瀬順也

【背景・目的・成果】 兵庫県では2008年以降、イネ縞葉枯病が多発傾向にあります。小麦で増殖したヒメトビウンカが移植直後の水
田へ飛来し、本病を感染させることが多発原因の一つであるため、まずは、移植直後の感染を防ぐことが重要です。
そこで、移植直後に飛来するヒメトビウンカを防除するため、育苗箱施用殺虫剤について、処理方法と防除効果の関係を調べ、播
種時処理がイネ縞葉枯病の感染予防に効果的であることを明らかにしました。 さらに、越冬中のヒメトビウンカに対しては、厳冬期
の耕起で高い防除効果が得られることを明らかにしました。
これらの防除技術を基幹とした防除暦様式の防除マニュアルを生産者向けに策定しました。

【技術の活用】 農業改良普及員や病害虫防除員（JA営農指導員を含む）に対する研修会で縞葉枯病防除マニュアルを配布し、イネ縞葉枯病発生地域の生産者に対して普及を図っています。

※病害虫防除所のホームページに掲載中
（http://hyogo-nourinsuisangc.jp/chuo/bojo/）
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ヒメトビウンカが小麦から水稲へ円滑に移動できる環境

0

5

10

15

7/15 7/23 7/29

播種時処理 移植時処理 無処理

0 0
水稲品種「ヒノヒカリ」、播種時処理（5月12日）、移植時処理（6月9日）

播種時処理と移植時処理の発病抑制効果の比較

播種時処理は
発病抑制効果が高い

発
病
株
数
(/
1
15
5株
）

冬期の耕起の効果
♂ ♀

ヒメトビウンカ

移植済み水稲

収穫前の小麦

後期発病初期発病

イネ縞葉枯病感染株

ひこばえ感染株

イネ縞葉枯病防除マニュアル


